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E2］ガンマ10・短ントラル部におけるイオン温度と中性粒子の挙動紛7）   


















線密度（XlOt4crn－2）   Hα線強度（Arb．U．）  反磁性畳（Arb．U．）  
Time（ms）  
区＝非軸対称ガス入射実験におけるプラズマパラメータ  図2【）EGASのメッシュモデル   
図3は、DEGASによって得られた水素原子・分子密度分布のシミュレーション結果を示している。原子・  
分子密度分布は共にガスの入射側において、急峻なピークが現れているのが判る。また、実験時に得られた  




































方法から検討し、原因を検証してゆく必要がある。   
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また、荷電交換中性粒子の計測から評価されるイオン温度は中心で数keVである。   
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【5】サーマルバリア電位のセントラル部電子閉じ込めに対する効果の  
研究   
ガンマ10における、セントラル部の電子のエネルギー及び粒子閉じ込めに対す  






につながる。   
我々は、この損失抑制に伴うセントラル部の電子エネルギー閉じ込めの改善効果  
とサーマルバリア電位の深さの相関について、実験的に求め、更に理論的検討を行っ  





































ここで8はグリッドの法線ベクトルと磁力線とのなす角で8＝350 である。我々は  
この事をイオン源を用いた較正実験により調べ、（囲2）イオン加・減速グリッド  
の有効性を確認した。更に、コレクター電流から真の端損失電流量を見積もるため  
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ることが知れた。   
END－LOSSIONS  
IN VELOCITY SPACE  
tGAMMAlOプラズマ実験への適用】   
アンカー部及びセントラル部に高周波直入射L、イ  
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正しく取り入れているために二流体理論のような破綻を生じないことが分かった。   
この運動詩的取り扱いで得られた電磁波動に関する密度揺動と磁場揺動の関係をガン  
マ10で観測されているアルペンイオンサイクロトロン（AIqモードに適用して、理論  
と実験との比較を行った。運動静的理論では、電磁波動の密度揺動は   
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【1ユ］ガンマ10 のエンドプ レート メ ッ シュ 実験   
ガンマ10 では電子サイク ロト ロ ン  
共鳴加熱（E C R H）により、エンド  
プレートからセントラルセルにかけて、  
図－ 1に示すよう な電位差が形成され  
る。この電位分・布の形成にはE C R H  















電子が2次電子で置換されな くなるの  
で、電子の損失を抑制するようにA㊥が  
大き くな り、結果的に電子の閉じ込め  
が改善されると期待きれる。   
そこでエンドプレートの前面に設置  
した負バイアスのメ ッシュにより 2次  
電子を押し返して、実効的なγを小さ く  
すること を試みた。メッシュバイアス  
に対するエンドプレート電位◎モPの変  
化を図－ 3に示す。／トきなバイアス電  
圧で申EPは大き く変化するが、2 0V  
程度で飽和す．る。これは2次電子のエ  
ネルギーが10 e V程度と考えられる  
こ と と相応している。一方、プラ グ電  
位㊥pの変化は小さ く、¢p－◎EPの変イヒ  
は図－2の予想値に近い。  
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ショット内での半径方向電位分布の時間依存性を得るという観点で検討Lた。   
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（1）第11回プラズマ・核融合学会 （1994年） 27aB8  安倍章、他  
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【141 タンデムミラープラズマの回転測定  
タンデムミラープラズマは円柱形で軸方向に磁場があるためにプラズマは回転する。イオ  
ンαの回転速度は   















ータに内蔵されたビデオキャブチェアボー ドでデジタル化し、イーサネット経由でワーク  
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図2 プラズマの回転速度とポテ  
ンシャル   囲1分光計測システム  
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【16】日米研究協力に基づくプラズマX線計測研究   
本学の基本理念の一つでもある、「国際的・学際的視野に立った研究」、  
「国際的学術研究協力」の一つとして、日米科学技術協力事業の下に、  











理論とデー タのよい－敦を示すと共に、両計測器を併用する事により、  
DⅡⅠ－Dのバルク電子、及び高エネルギー電子成分を評価できる事を示し  
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【181半導体X線計測器新感度理論の物理機構の実証  

























にも相当している。   
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［1g］   レーザー電離法による水素原子密度の測定  
これはかって科研費共同研究の一部として九州大学グループと行なった「Hαレー  
ザー蛍光法によるプラズマ閉じ込めの研究」－の延長上にあるもので、レーザー蛍光  
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検出感度と入射角依存性  27 マイクロチャンネルプレート  
山口直洋，   
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佐藤裕希子，山口直洋，青田達也，池田勝則，長山好夫，間瀬 淳，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）27aB3．  
4占 ガンマ10セントラル部における不純物分光Ⅲ（ⅥⅣ分光），  
山口直洋，佐藤裕希子，青田達也，中嶋洋輔，池田勝則，長山好夫，間瀬 淳，  
玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）27aB4，  
47 サーマルダイクにおける低温電子のミラー反射率の評価，  
立松芳典，際本泰士，斉藤輝雄，片沼伊佐夫，吉村春夫，高橋俊哉，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）ユTa丑5．  
48 AIC不安定性とそのプラズマバラメタに及ぼす影響，  
市村 真，勝又竜太，犬竹正明，石原 篤，田中 覚，古川静枝，北棟仁士，  
間瀬 淳，中嶋洋帝，石井亀男，板倉昭塵，玉野輝男，  
プラズマ・複融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）27aB6．  
49 ガンマ10における端損失粒子計測と電子分布の研究，  
吉村春夫，斉藤輝雄，際本泰士，立松芳典，高橋俊哉，斎藤勇一，倉田将史，  
坂本宜照，長 照二，大竹正明，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）ユ7aB7．  
50 ガンマ10バリア部の内側ミラースロート位置における電位測定，  
安倍 章，石井亀男，田中俊明，中田放散，香取岳博，片沼伊佐夫，板倉昭慶，  
谷津 潔，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）27aB臥  
51ガンマ10の電子閉じ込めに肘する電位の効果，  
高構栄一，長 照二，平田真史，寺地徳之，竹内恵子，小波蔵純子，山口勝介，  
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石井色男，谷津 潔，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）27a朗．  
52 ガンマ10における端損失高エネルギーイオンの測定，  
斉藤輝雄，倉田将史，吉村春夫，高橋俊哉，立松芳典，際本番士，大竹正明，  
市村 寅，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（19卯年3月，中部大学工学部）27且BlO．  
53 タンデムミラーにおける端損失イオンエネルギースペクトルの検討2，  
石井亀男，田中俊明，中田敏敬，香取岳博，安倍 章，片沼伊佐夫，板倉昭慶，  
市村 真，際本番士，谷津 潔，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）27aBll．  






5后 プラズマ計測用2次元軟Ⅹ線分光器の開発2，  
青田達也，山口直洋，佐藤裕希子，池田勝則，長山好夫，間瀬淳，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）2TaE9．  
5丁 半導体検出器のⅩ線感度特性と理論解析，  
平田真史，長 照二，小波蔵純子，寺地徳之，高橋栄一，竹内恵子，坂本宜照，  
山口直洋，前沢秀樹，谷津 潔，玉野輝男，  
プラズマ・核融合学会第11回年会（1994年3月，中部大学工学部）ユ7aElO．  
＜学会賞等＞  
1プラズマ・核融合学会 第2回論文賞   
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